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1.はじめに 

近年各府省、自治体、関係機関に散在している地盤データ

を統合して広く利活用しようという取り組みが全国で起き

ている。この中で地盤工学会は「全国電子地盤図」の作成に

着手し、現在、大阪、福岡、札幌、松山の各平野地域の表層

地盤をモデル化している 2）。 

ここで電子地盤図とは、対象エリアを 250m メッシュで区

分し、各地域において集積された既往の地盤調査情報をもと

に、250m メッシュ内の代表地盤モデルを決定し、平均的な

土層構成と N 値の深度方向の分布を求めるものである。なお、

対象とする層は浅層地盤（深度 100m 以浅の沖積層および一

部の洪積層）である。 

本研究では仙台平野を研究対象として、その表層地盤モデ

ルを作成し、既往の研究結果と比較することでその堆積構造

について考察する。 

2.地盤モデルの作成方法 

対象範囲は図-1に示す仙台平野北部地区 1）である。この地

域の既存のボーリングデータを元に地盤モデルの構築を行う。

その内訳は Kunijiban のデータ 7651 本、宮

城県のデータ 5340本、仙台市のデータ 1322

本の計 14313 本である。電子地盤図の作成

には「全国電子地盤図作成支援ソフト」4）

を用いた。作成手順は以下のとおりである。 

まず各ボーリング柱状図に地層境界を設

定する。これは、ボーリング毎の上端・下

端を設定する作業で、地図上で任意のボー

リングを選択して柱状図を見ながら行う。

下端（基盤面）は、表-1 に示した洪積層中

の上部砂礫層上面とする。砂礫層があらわ

れない場合は第四紀層基岩盤や、N 値が連

続して 50以上が現れる砂層とした。 

地盤モデルの作成手順を図-2 に示す。

250m区画を指定（①）してメッシュ内のボ

ーリングデータを平均化する（②、③）。

区画内で複数の微地形が存在する場合や地層構成が大きく異なるボーリングデータが混在する場
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表-1 仙台平野の埋没谷埋積堆積物 1） 

沖積最上部粘土層

沖積風成砂層

沖積海成砂層
沖積海成粘土層
沖積陸成粘土層

上部砂礫層

腐植混じり粘土層
下部砂礫層

第四紀層基盤岩

埋積上部層

埋積中部層

沖積層

埋積下部層 洪積層

図-1 仙台平野北部の地形 1） 

図-2 地盤モデルの作成手順 
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合には、当該メッシュ内の支配的な微地形のデータを優先して選択し代表地盤モデルとする。さらに、区画内

のデータが不足している場合には当該メッシュ区画外近傍からもデータを選択し、代表地盤モデル作成する。

なお、土質名は「地盤材料の分類名と現場土質名の対応」を参照して、礫質土、砂質土、シルト、粘性土、有

機質土、火山灰質粘性土、高有機質土、人工材料の 8 種類とする。 

3.結果と考察 

図-1 の C-C’,D-D’断面について比較したものを図-3,4 に示す。今回の電子地盤図では上図（既往の地盤図）

の設定基盤面より上をモデル化したものであり、鉛直方向縮尺が異なっていることに留意が必要である。どち

らの断面も広瀬川から七北田川に向かうにつれて基盤面が低くなり沖積層が厚くなっているのがわかる。図-4

で広瀬川周辺は地表面近くまで基盤面出現している部分も、電子地盤図で表現できている。また、卸町、荒井

付近で高有機質土の分布も見ることができる。 

以上より、本研究では 250mメッシュ内のボーリングデータを平均化することで仙台平野の電子地盤図を作

成し、概ね既往の研究結果と対応していることが分かった。また、データは仙台市街地に集中しておりメッシ

ュ内のボーリングデータ数にも偏りがあるの。精度向上のためにはボーリングデータをさらに収集することが

必要である。 
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図-3 仙台平野北部地区 C-C’地層断面図 1）との
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図-4 仙台平野北部地区 D-D’地層断面図 1）と

の比較 
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図-5 電子地盤図の凡例 図-6 既往の研究の凡例 
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